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下肢開害性動脈硬化症 (ASO)の患者に弾性
ストッキングを着用させ.影響があつた事例が
報告されています。

下肢閉塞性動脈硬化症の患者に弾性ストッキングを着用させた事例がフ件報告され

ています(集計期間12010年 i月 ]曰～2022年5月 3i日 ).そのうち6件は.着用

後に下肢に虚血症状を生じています。この情報は.第48回報告吉「個別のテーマの

検討状況」で取り上げた内容をもとに,成しました。

・医師信 護師は.ASOの憲者が弾性ストッキングを着用することの
リスクを知らなかった

・看謹師は.ASOの憲者に弾性ストッキングの着用が禁忌であるという
知識がなかった

着用の可否の

末検討

医療亭餃情報収集■事斐

●弾性ストッキングの種類によ,添付文書の〔Ⅲ告1や I禁忌・禁止1の記載内容が異なることがあります.
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下肢閉塞性動脈硬化症の患者の
弾性ストッキングの着用

◆

弾性ストッキングを着用させた主な背景

患者のASOの
把握不足

・医師・看護師|ま診療録を確認しておらす.患者がASOであることを
把握していなかった

知識不足

・医師・看護師は.弾性ストッキングの着用の可否を検討していなかった

・看護師は、術前は弾性ストッキングを着用させると思っていた
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初療を担当した救急科の医師は.救急搬送された思者にASOがあることを把握しつ 療録に.=載し
た.入院後.消化器科の主治医は初療時の診薇録を確認しておらす.弾性ストツキングの着用を指示し

た絹 饉師も初 療時の診療銀を確蘭しておらす.憲者に弾性ストッキングを着月させた。3日後.思者

が足の痛みを訴え.確認したところ足皿の付け根に発赤を認めた。

内科主治医は.患者に左下岐深部静脈血栓症を認めたため循環器科にコンサルトした.その際 .

患者がASOであることを伝えなかった縮 環器科医師は.弾性ストッキングを着用させるよう回答
した.主治医・着雌師|よ ASOの景者が弾性ストッキングを着用することのリスクを知らす.着用
させた。4日後績 護師が患者の左下肢の皮膚が暗赤色となっていることに気付いた.
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・医師輌 菫師は、目者に礫懺ストッキンクを着用させる前にASOの既性がないか
確露する.

・医師・看議師は,澤性ストッキングの鮨付文書の【警告】:黎忌・禁上1を確認し、看月の

可詈を検討する.

上記は一例です.自施設に合つた取り組みを検討してください。

取り組みのポイント

・弾性ストッキングの適応基準や注意点を明確にして周知する。

(総合評価部会 )
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下肢閉塞性動脈硬化症の患者の弾性ストッキングの着用

事 例 1

公益財団法人 日本医療機能評価機構 医療事故防止事業部
〒10卜0061 東京都千代田区神田三崎町卜4-]フ 東洋ビル
電話 :03‐52170252(直通)FAX:03`2]7・ 0253値通)
httost′′ぃ|″、●.med・ ,。fe_1,′

0

●■●薇,■

“

てヽ,●,,

安全情報

事例が発生した医療機関の取り組み


